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【資料等】 

「他者評価シート」 

自己評価を行うことが難しい児童・生徒について、教員等が自尊感情の傾向を把握することができるよ

うに開発した行動観察シートである。「他者評価シート」は、児童・生徒の状況を把握する「24項目」で

構成されている。さらに、これらの24項目を「安定した学校生活を送るための６つの観点」に整理して  

いる。 

なお、この評価項目は、自尊感情を測定する尺度そのものではないが、児童・生徒の行動観察によって、

自尊感情の傾向を把握することができる。一人一人の個性を把握し、全ての児童・生徒をより理解するた

めの、「自己評価シート」を補完するシートとして活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「他者評価シート」実施日　　　　月　　　日　（No.　　　）

項目 具体的な姿

各項目は、学校で把握する場合には、授業中や休み時間などに
おける現在の状況について回答してください。

該当する□にチェックをして、自己の指導を振り返りましょう。
□は、各項目のイメージを補うための具体的な姿としました。対象の子供の活動場面を想起する際の参考としてください。

1 自分から友達に働き掛ける。 4 3 2 1
□　自分から友達に話し掛けたり、一緒に遊んだりしている。
□　友達の使っている物を貸してほしい時や友達と遊びたい時など、自分から友達に言葉掛
     けなどをしている。

2 日常的に交流の少ない相手にも関わる。 4 3 2 1
□　学校に来た人などに挨拶している。
□　学級以外の教員や友達に会った時に、相手の質問に応じたり、話し掛けたりしている。

3
自分の思いや意見を何らかの手段で表現する。
（手段：表情、身振り、音声や簡単な言葉、補助手段な
ど）

4 3 2 1
□　やりたいことや、やって欲しいこと、欲しい物などを、表情や身振りで相手に伝えている。
□　やりたいことや、やって欲しいこと、欲しい物などを、音声や簡単な言葉で表現している。

4 集団の中で意欲的に行動する。 4 3 2 1
□　みんなの前に出て活動に参加している。
□　友達や教員の動きを見て、自分でも挑戦している。

5 特定の大人を信頼して心を開く。 4 3 2 1
□　担任や保護者など特定の大人が近くにいることで、落ち着いて取り組んでいる。
□　担任や保護者など特定の大人に自分の気持ちを伝えたり、大人の話を聞いたりしている。

6 大人との関わりを受け入れる。 4 3 2 1
□　担任以外の教員などの大人の話を聞いている。
□　担任以外の教員などの大人からの言葉掛けで、一緒に活動している。

7 自分から身近な大人に関わる。 4 3 2 1
□　自分から家族や教員に、話し掛けたり、遊んだりしている。
□　自分の知っている大人に話し掛けたり、相手の顔を見たりしている。

8 友達との関わりを受け入れる。 4 3 2 1
□　友達の話を聞いている。
□　友達からの言葉掛けで、一緒に活動している。

9 友達のことを考えて発言する。 4 3 2 1
□　友達を励ましたり認めたりするなど、相手の気持ちになって言葉掛けをしている。
□　やってはいけないことを注意するなど、友達のためになることを助言している。

10 友達のことを考えて行動する。 4 3 2 1
□　友達が困っているとき助けるなど、友達のためになることをしている。
□　友達の気持ちを察して、自分勝手な行動をしない。

11 自分から気持ちを立て直す。 4 3 2 1
□　気持ちの高ぶっているときなどに、自分で気持ちを落ち着かせている。
□　嫌なことや苦手なことなどに対して、気持ちを整えて取り組もうとしている。

12 これまでできなかったことに取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、一人で取り組めることが増えている。
□　教員や友達など、人との関わり方がよくなってきている。

13 一つのことを最後まで取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、分担の仕事を教員から指示を受けてやり遂げようとしている。
□　学習や係活動などで、分担の仕事を自分でやり遂げようとしている。

14 自分の行動を自分で決める。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、やりたいことを自分で選択している。
□　学習や係活動などで、やることを分かって取り組んでいる。

15 肯定的な言葉掛けにより安定する。 4 3 2 1
□　褒められることにより、気持ちが落ち着く。
□　失敗したり叱られたりして、気持ちが沈んだりしていても、励まされることで気持ちが
     落ち着く。

16 肯定的な言葉掛けにより嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　褒められることにより、笑顔になったり、嬉しそうな様子が見られたりする。
□　自分の行いが認められることで、嬉しい様子を身体で表現している。

17 新しいことができると嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　新しい学習や活動などに取り組むことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情に
       なったりしている。
□　これまでできなかったことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情になったりしている。

18 肯定的な言葉掛けにより次への意欲につながる。 4 3 2 1
□　褒められることで、自分から次の課題に取り組もうとしている。
□　自分の行いが認められることで、学習や係活動などに意欲的に取り組む。

19 相手の要求を受け入れる。 4 3 2 1
□　欲しいものが友達と重なったときに、友達に譲っている。
□　自分の本意でなくても、友達や教員から頼まれたら、断らずに取り組む。

20 相手の指示を受け入れる。 4 3 2 1
□　授業中や授業以外のときに、教員の言うことに従っている。
□　自分の本意でなくても、教員や友達から言われたことを理解し、断らずに取り組む。

21 ルールを守って行動する。 4 3 2 1
□　身の回りのものを所定の場所に置いたり、列に並んで順番を待ったりするなど、決まりを
     理解して行動している。
□　他人の持ち物を勝手に使わないなど、してはいけないことを守っている。

22 集団の雰囲気になじんでいる。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、友達がしていることに関心をもっている。
□　集団の活動の中で、友達と共に活動している。

23 集団の活動に合わせて行動する。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、早くやりたくても自分の順番を待っている。
□　集団の活動の中で、教員や友達を見て、みんなと合わせた動きをしている。

24 状況に応じて臨機応変に行動する。 4 3 2 1
□　予期しない事態になっても、気持ちを落ち着けて、状況に応じて行動している。
□　自分の順番でも困っている友達に譲ったり、自分の欲しい物でも下級生に譲ったり
     している。

自尊感情の傾向を把握するための「他者評価シート」
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質問に対して，記名をした子供の状況に近い数字に○を付けてください。
「あてはまる」場合は４，「どちらかというとあてはまる」場合は３，
「どちらかというとあてはまらない」場合は２，「あてはまらない」場合は１を○でかこんでください。
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「他者評価シート」実施日　　　　月　　　日　（No.　　　）

項目 具体的な姿

各項目は、学校で把握する場合には、授業中や休み時間などに
おける現在の状況について回答してください。

該当する□にチェックをして、自己の指導を振り返りましょう。
□は、各項目のイメージを補うための具体的な姿としました。対象の子供の活動場面を想起する際の参考としてください。

1 自分から友達に働き掛ける。 4 3 2 1
□　自分から友達に話し掛けたり、一緒に遊んだりしている。
□　友達の使っている物を貸してほしい時や友達と遊びたい時など、自分から友達に言葉掛
     けなどをしている。

2 日常的に交流の少ない相手にも関わる。 4 3 2 1
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□　学級以外の教員や友達に会った時に、相手の質問に応じたり、話し掛けたりしている。
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□　やりたいことや、やって欲しいこと、欲しい物などを、表情や身振りで相手に伝えている。
□　やりたいことや、やって欲しいこと、欲しい物などを、音声や簡単な言葉で表現している。

4 集団の中で意欲的に行動する。 4 3 2 1
□　みんなの前に出て活動に参加している。
□　友達や教員の動きを見て、自分でも挑戦している。

5 特定の大人を信頼して心を開く。 4 3 2 1
□　担任や保護者など特定の大人が近くにいることで、落ち着いて取り組んでいる。
□　担任や保護者など特定の大人に自分の気持ちを伝えたり、大人の話を聞いたりしている。

6 大人との関わりを受け入れる。 4 3 2 1
□　担任以外の教員などの大人の話を聞いている。
□　担任以外の教員などの大人からの言葉掛けで、一緒に活動している。

7 自分から身近な大人に関わる。 4 3 2 1
□　自分から家族や教員に、話し掛けたり、遊んだりしている。
□　自分の知っている大人に話し掛けたり、相手の顔を見たりしている。

8 友達との関わりを受け入れる。 4 3 2 1
□　友達の話を聞いている。
□　友達からの言葉掛けで、一緒に活動している。

9 友達のことを考えて発言する。 4 3 2 1
□　友達を励ましたり認めたりするなど、相手の気持ちになって言葉掛けをしている。
□　やってはいけないことを注意するなど、友達のためになることを助言している。

10 友達のことを考えて行動する。 4 3 2 1
□　友達が困っているとき助けるなど、友達のためになることをしている。
□　友達の気持ちを察して、自分勝手な行動をしない。

11 自分から気持ちを立て直す。 4 3 2 1
□　気持ちの高ぶっているときなどに、自分で気持ちを落ち着かせている。
□　嫌なことや苦手なことなどに対して、気持ちを整えて取り組もうとしている。

12 これまでできなかったことに取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、一人で取り組めることが増えている。
□　教員や友達など、人との関わり方がよくなってきている。

13 一つのことを最後まで取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、分担の仕事を教員から指示を受けてやり遂げようとしている。
□　学習や係活動などで、分担の仕事を自分でやり遂げようとしている。

14 自分の行動を自分で決める。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、やりたいことを自分で選択している。
□　学習や係活動などで、やることを分かって取り組んでいる。

15 肯定的な言葉掛けにより安定する。 4 3 2 1
□　褒められることにより、気持ちが落ち着く。
□　失敗したり叱られたりして、気持ちが沈んだりしていても、励まされることで気持ちが
     落ち着く。

16 肯定的な言葉掛けにより嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　褒められることにより、笑顔になったり、嬉しそうな様子が見られたりする。
□　自分の行いが認められることで、嬉しい様子を身体で表現している。

17 新しいことができると嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　新しい学習や活動などに取り組むことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情に
       なったりしている。
□　これまでできなかったことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情になったりしている。

18 肯定的な言葉掛けにより次への意欲につながる。 4 3 2 1
□　褒められることで、自分から次の課題に取り組もうとしている。
□　自分の行いが認められることで、学習や係活動などに意欲的に取り組む。

19 相手の要求を受け入れる。 4 3 2 1
□　欲しいものが友達と重なったときに、友達に譲っている。
□　自分の本意でなくても、友達や教員から頼まれたら、断らずに取り組む。

20 相手の指示を受け入れる。 4 3 2 1
□　授業中や授業以外のときに、教員の言うことに従っている。
□　自分の本意でなくても、教員や友達から言われたことを理解し、断らずに取り組む。

21 ルールを守って行動する。 4 3 2 1
□　身の回りのものを所定の場所に置いたり、列に並んで順番を待ったりするなど、決まりを
     理解して行動している。
□　他人の持ち物を勝手に使わないなど、してはいけないことを守っている。

22 集団の雰囲気になじんでいる。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、友達がしていることに関心をもっている。
□　集団の活動の中で、友達と共に活動している。

23 集団の活動に合わせて行動する。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、早くやりたくても自分の順番を待っている。
□　集団の活動の中で、教員や友達を見て、みんなと合わせた動きをしている。

24 状況に応じて臨機応変に行動する。 4 3 2 1
□　予期しない事態になっても、気持ちを落ち着けて、状況に応じて行動している。
□　自分の順番でも困っている友達に譲ったり、自分の欲しい物でも下級生に譲ったり
     している。
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該当する□にチェックをして、自己の指導を振り返りましょう。
□は、各項目のイメージを補うための具体的な姿としました。対象の子供の活動場面を想起する際の参考としてください。
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（手段：表情、身振り、音声や簡単な言葉、補助手段な
ど）

4 3 2 1
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□　やりたいことや、やって欲しいこと、欲しい物などを、音声や簡単な言葉で表現している。

4 集団の中で意欲的に行動する。 4 3 2 1
□　みんなの前に出て活動に参加している。
□　友達や教員の動きを見て、自分でも挑戦している。

5 特定の大人を信頼して心を開く。 4 3 2 1
□　担任や保護者など特定の大人が近くにいることで、落ち着いて取り組んでいる。
□　担任や保護者など特定の大人に自分の気持ちを伝えたり、大人の話を聞いたりしている。
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□　友達を励ましたり認めたりするなど、相手の気持ちになって言葉掛けをしている。
□　やってはいけないことを注意するなど、友達のためになることを助言している。

10 友達のことを考えて行動する。 4 3 2 1
□　友達が困っているとき助けるなど、友達のためになることをしている。
□　友達の気持ちを察して、自分勝手な行動をしない。

11 自分から気持ちを立て直す。 4 3 2 1
□　気持ちの高ぶっているときなどに、自分で気持ちを落ち着かせている。
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     している。

自尊感情の傾向を把握するための「他者評価シート」

④
落
ち
着
き

Ｎｏ
観
点

②
大
人
と
の
関
係

あてはまる
どちらかと

いうと
あてはまる

どちらかと
いうと

あてはまら
ない

あてはまら
ない

質問に対して，記名をした子供の状況に近い数字に○を付けてください。
「あてはまる」場合は４，「どちらかというとあてはまる」場合は３，
「どちらかというとあてはまらない」場合は２，「あてはまらない」場合は１を○でかこんでください。

⑤
意
欲

③
友
達
と
の
関
係

①
人
へ
の
働
き
掛
け

⑥
場
に
合
わ
せ
た
行
動

69

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第２章



71 

【資料等】 

○その他の実践例１ 
 平均台の両端に一人ずつ立ち、平均台の反対側まで様々な方法ですれ違い、二人とも落ちないで渡る。 

本実践は、ルールをはっきりと意識させることがポイントである。近くにいる教師は、児童・生徒が

うまくいくよう言語指示し、身体介助をする。また、すれ違う方法は教師が指示するのではなく、なる

べく自分で考えさせるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
助け合う・相手を知るゲーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ その他の実践例２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お助けおにごっこ】 
＜ルール＞ 
① お助けマン役とおに役を決める。 

・お助けマン・・・帽子をかぶる。 
・おに・・・たすきなどを掛ける。 

② 他の人はおにに捕まらないように逃げる。 
・おににタッチされたらその場で止まる。 
・お助けマンにタッチされると動けるようになる。 

 

場の設定の図（体育館やプレイルーム） 
 複数の教師で対応し、コースの難易度別に分けた場を設定する。 

● 

● 

● 

● 

● 

○○ 

○○ 

○○ 

▲コーン  Ｃグループ  

▲コーン

▲コーン  Ｂグループ 

Ａグループ 

マークについて 
●教師 
○児童・生徒 
▲コーン 

平均台は設置せず、テープで枠をつくる

平均台を２台並べ、幅を広くする。

  平均台１台 

（ルール） 
・すれ違いは自由 
・失敗しても相手のせいにしてはいけない
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●｢東京都道徳教育教材集｣ 

小・中学校等における子供たちの道徳性を涵養する教育の一層の推進を目指し、世代を超えて継承させたい

道徳的価値を子供の心に浸透させていくために、先人の格調高い言葉や崇高な行為などをまとめた東京都独自

の道徳教育教材集 

 
 
 
 本学習プログラムの実施に当たっては、次の資料等を参考にし、指導内容の関連を図るとさらに効

果が高まります。 

●ＤＶＤ「ＳＴＯＰ！いじめ あなたは大丈夫？」（東京都教育委員会 平成 25 年３月制作） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

        
＜小学校１・２年生版＞  ＜小学校３・４年生版＞   ＜小学校５・６年生版＞     ＜中学生版＞ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

参 考 資 料 

●子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料 

【基礎編】      【発展編】 

 

① 児童・生徒指導編 小学校編（16分） 

メインエピソード 「言葉によるいじめ・無視」 

サブエピソード 物品を強要する、物品を隠す、ぶつかるなどの暴力行為 等 

② 児童・生徒指導編 中学校編（17分） 

メインエピソード 「部活動におけるいじめや暴力行為」 

サブエピソード 金銭の強要、言葉によるいじめ、無視、私物への落書き 等 

③ 児童・生徒指導編 高等学校編（15分） 

メインエピソード 「ネット上のいじめ」 

サブエピソード 金銭の強要、暴力行為、言葉によるいじめ、落書き 等 

④ 保護者編（11分） 

「いじめ発見のポイントと発見したときの対応」 

表情、態度、身体、服装、持ち物、金銭、言葉、行動、遊び、友人関係、 

教師との関係 等 

⑤ 教員用指導資料編（12分） 

「児童・生徒の様子の変化の兆候を捉える」 

「いじめへの組織的な対応」「ネット上のいじめへの対応」 等 

●人権教育プログラム

（学校教育編） 
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